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埼玉県寄居‐小川地域の木呂子緑色岩メランジュ
The Kiroko greenstone melange of the Atokura Nappe in the Yorii-Ogawa district, central
Japan
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関東山地北東縁部の寄居－小川地域には跡倉ナップが存在し，その南縁部に緑色岩メランジュ［１］あるいは木呂子緑
色岩メランジュ［２］が分布している．この地質体は木呂子変成岩［２］と蛇紋岩および種々の構造岩塊［１～８］から
構成されている．構造岩塊は蛇紋岩と木呂子変成岩が地殻浅部に上昇する過程で捕獲されたものと考えられる［３］．木
呂子変成岩について，苦鉄質変成岩（Kiroko-M，添付図参照）の K-Ar 全岩年代は 57.4Maである［８］．構造岩塊につ
いて，東秩父村居用の黒雲母‐ザクロ石‐白雲母片岩（Iyo-mus）の K-Ar 白雲母年代は 109Maである．

新しい地質データ
（ A ）木呂子緑色岩メランジュの蛇紋岩と跡倉層の泥岩との間の断層（N70W 90）が木呂子川上流に見出された．
（ B）年代測定された緑色岩（Kiroko-M）は不均質であり，泥質レンズ，灰緑色レンズ，珪質レンズなどがかなり挟
まっている（添付図参照）．レンズ状部分の長さは１～３ cmほどで厚さは５mm以下である．放散虫化石が普通に存在
し，特に珪質部分に多い．泥質レンズ部分は微細なアクチノ角閃石，緑泥石，白雲母，石英，炭質物などからなる．こ
の微小な白雲母は測定された K-Ar 年代値に大きい影響を与えていると考えられる．

新しい年代データ　
木呂子緑色岩メランジュの泥質変成岩はスレートあるいは泥岩と記述されている［４，７］．それらの代表的露頭は地

質図の b, c, d, e地点に見られる．スレートの再結晶作用はかなり顕著で，白雲母の定向配列は多くの場合明瞭である．白
雲母の大きさは岩石による相違が大きく，微細な場合も相当大きい場合もある．同一の薄片に関しても，白雲母の大き
さはかなり不均一で，大小２種類の白雲母が普通に認められる．大きい白雲母粒子は砕屑粒子と推定される．
今回，地点 bと cの泥質変成岩について K-Ar 全岩年代の測定を行った（添付図の Kiroko-Pと Suguro-P）．測定結果は

117± 2.9Maおよび 126± 3.0Maであった．測定された岩石に砕屑性白雲母がかなり多い事実を考慮すると，K-Ar 年代
値は変成鉱物の冷却年代よりも相当古いと考えられる．

木呂子変成岩の上昇場　
蛇紋岩や木呂子変成岩が 60Ma頃に地殻浅部に上昇した所には，白亜紀中期に高い地温勾配の下で形成された変成岩

や花崗岩が存在していた．これらの変成岩や花崗岩はその形成後に海洋プレート（海溝）の方へ大きく移動して，60Ma
頃には高圧型変成岩の上昇場に位置していたと推定される［３］．西南日本の前弧域における類似の短縮テクトニクスは
60Ma以降にも断続的に起きたと考えられる．その代表が跡倉ナップや領家ナップの形成である．
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